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要 旨 本研究では、緯度による黒点の自転速度の変化と、黒点の自転速度と黒点の大きさの関係を求めた。

1.  目的 

（1）太陽の緯度と黒点の自転速度の関係を調べる 

（2）黒点の大きさと自転速度の関係を調べる。 

2.  研究方法 

黒点の緯度経度データは２つのデータを用いた。 

【A】 望遠鏡で自分が観測したデータ 

記録用紙に黒点の位置を記録（図1）し、座標を求め

(図2)、観測期間に何度黒点が移動した角度をθとす

る。地球は太陽に対して公転しているため、見かけの

変化がそのまま太陽の自転速度ではない(図5)ので、

太陽の自転速度を𝑥とすると、以下の①を用いて[1]

の文献を参考に補正した。 

   𝜃 =
360

𝑥
−

360

365.2564
 …① (図1参照） 

【B】 国立天文台・三鷹太陽地上観測のデータ［2］ 

図3（[2]のサイトのデータ）を用いて、図2のように

座標を求め、①の式と同様に黒点の自転速度を求め

た。 

 

 

 

図5 自転速度の求め方 

 

3.  結果 

緯度と黒点の自転速度の関係性を、2-【A】を用

いて表したのが図6、2-【B】を用いたのが図7であ

る。図7の◾️は地球より大きい黒点、×は小さい黒点

である。 

 
4.  考察 

図7において◾️で示される大きな黒点の方が、緯度

に対してばらつきが少なく系統的に緯度と共に自転

速度が遅くなっていることが示されているが、小さ

な黒点はばらつきが大きいため、黒点の動きは大き

さによって異なることが示唆された。図6からは図7

より速度分布に幅のある結果が得られたが、これは

観測精度を反映したものと考えられる。特に小さい

黒点は比較的短時間で消えたり、出てきたりするた

め、異なる黒点をつないで計算してしまっていた可

能性が考えられ、そのことが図6と図7の結果の差と

して現れたと考えた。 

5.  今後の展望 

黒点の移動速度の時間変化及び、黒点の明るさと自

転速度の関係について、解析を行いたい。 
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［2］国立天文台三鷹太陽地上観測データベース 
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